
＜長野県立大学との協働事業＞

長野市企画政策部
企画課・人口増推進課
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令和２年７月22日

長野市未来政策アイデアコンペティション2020
～セカイに学びナガノに活かす～

概要版



第五次長野市総合計画

後期基本計画（５年）前期基本計画（５年）

2017/4 2022/4 2027/3

2015/4 2020/4 2022/42017/4

基本構想（10年）

（５年） (２年延長)

長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

• 長野市第五次総合計画「後期基本計画」の策定に向けて、将来を担う若い
世代から、７年後（2027年）の長野市のあるべき姿（こんなまちであってほし

い）と取り組むべき施策に関して意見を聴き、計画の策定にあたり重点テー
マ設定の参考とする。

• 若い世代の意見を集約する一環として、長野県立大学の学生に、地域の課
題解決に向けた政策アイデアコンペティションに参加してもらい、政策立案
方法の支援を県立大学から受けながら、学生がその過程で地域を学び関
わることで、将来的に長野市でまちづくりに関わるグローカル人材の育成を
図る。

１ 目的 2

○第五次長野市総合計画 及び 長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画期間



２ 県立大学との協働事業の内容

（１） 設定されたテーマから学生自身がＳＤＧｓなどの視点に基づき

長野市のあるべき姿や課題を抽出

（２）政策立案手法の支援

（３）課題解決に向けた政策アイデアの立案

（４）コンペティションで優れた政策アイデアを表彰

＜短期＞
（１）立案した政策を長野市総合計画審議会で発表し、若い世代からの声の一つとして

後期基本計画策定への活用
＜中期＞
（２）立案した政策アイデアの実践（未定）

３ 出口として想定しているもの
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グローバルマネジメント学部
からの協力



４ 事業概要

（１）政策提案テーマ

大テーマ： 「若者が集い、活躍するまちの実現」
小テーマ：
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分野 小テーマ アイデア展開の一例

商工業

起業家が育つ"まち"を創る
・まちづくり＋人材育成
・年齢、性別、国籍など問わず多様な人が活躍できる"
まち"

"活気ある商店街"の実現に向けた取組を考えよう 権堂商店街など身近な商店街をイメージした活性化策

観光業
「長野だからこその観光を」
人々を魅了する長野市の観光を考える

・対国外需要（「来なくても楽しめる」新しい形式の
ツーリズム、「Withコロナ時代」における観光のあり
方など）
・対国内リピーター（回遊性を高め、滞在日数を増やす
ための施策など）

農林業

日本の農業を牽引する「長野産ブランド」を創る
・一般消費者向け戦略
・農業関係者向け戦略

地元消費で地域経済を元気に！
長野の地産地消を推進する取組を考えよう

・地産地消を推進する取組
・農家の生産意欲を高める取組

その他
「移住したいまちNo.1」の長野市をつくるために

・次世代の担い手確保のための取組
・他市町村にはない長野市の魅力発信
・末永く安心して暮らせるまちづくり

自由テーマ
大テーマに沿っており、長野市に関連するテーマ
（学生が任意で設定可）



（２）参加資格

長野県立大学に在籍する学生（１チーム４～６名程度が目安）
参加チーム数が多い場合は、リハーサル時に予選会を開催する場合が
あります。

（３）参加者申込（エントリー）

① 参加申込（エントリー）期間

令和２年６月中旬～７月１７日
② 参加申込（エントリー）告知方法

学内メール等で教員方・学生向けにお知らせ

③ 参加申込（エントリー）申込方法

市が用意するWeb応募フォームから申込
（ チームメンバーの情報や応募の動機などを記載いただきます）

※参加申込（エントリー）期間中の７月７日に、政策提案
テーマについての説明会をオンラインにて実施
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（５）コンペティション
チームからのプレゼンテーション（提案説明・質疑応答15分程度）を行い、審
査員の審査と来場者による投票により、最優秀賞１チーム、優秀賞１チーム、
特別賞１チームを決定。（公開で開催）
① 開催日

令和３年１月９日（土） （予定）
② 審査方法

審査員（県立大学、長野市、総合計画審議会委員 など５名程度）による
採点のほか、来場者からの投票による得点方式により表彰者を決定

③ 審査基準
整合性、適格性、有効性、独創性、実現性、発展性、継続性、共感度 などの観点

④ 表 彰
最優秀賞 ：表彰、副賞（報奨金５万円）
優 秀 賞 ：表彰、副賞（報奨金３万円）
特 別 賞 ：表彰、副賞（報奨金３万円）※ 報奨金は継続研究資金として進呈
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① 提案締切

令和２年12月11日（金）

② 提案方法

提案概要（別途様式を設定）とパワーポイント形式により、市へ提出



（６）政策立案支援プログラム（予定） ※スケジュールは変更となる可能性があります。

① 提案テーマ説明会 ＜令和2年 7月 7日（火）＞
② 政策立案について知ろう（テーマの現状理解、情報収集方法）

＜令和2年 8月 1日（土）＞
③ 事業構想ワークショップ ＜令和2年 8月 8日（土）＞
④ チームごとの個別相談会(1) ＜令和2年 8月22日（土）＞
⑤ 関係者へのヒアリング（電話・オンライン）

＋フィールドワーク（可能であれば実施） ＜令和2年9月上旬～10月下旬＞
⑥ チームごとの個別相談会(2) ＜令和2年10月 3日（土）＞
⑦ 中間発表ワークショップ ＜令和2年10月31日（土）＞
⑧ コンペティション予選会兼リハーサル＜令和2年12月19日（土）＞
⑨ コンペティション 本番 ＜令和3年 1月 9日（土）＞
⑩ 振り返りワークショップ ＜令和3年 2月下旬＞
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※9月までは、全てのプログラムをオンラインで実施
10月以降は状況により、対面又はオンラインでの実施を判断

（７）総合計画審議会での発表

表彰チームは、令和３年２月中の総合計画審議会において提案内容のプレ
ゼンテーション（提案説明・質疑応答15分程度）を実施



５ 想定スケジュール（イメージ）
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